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３．食器について（計画段階） 

 

 

３．１．食器の入手方法 
 

 

 

 

 

 

１．食器を自前で用意することも可能 

∇自前準備のメリットとコスト 

 東京や甲府、新潟などのように国内業者に発注してリユースカップや食器を製作する

ことが可能です。大分ビックアイではカップ購入費が 200 万円（2 万個製作）、日産スタ

ジアムでは 316 万円（3 万個製作）でした。なお、国内製のものは海外製に比べて輸送エ

ネルギーが削減できることから、LCA（13 ページ参照）の面で優位にあります。 

自前準備のメリットとしては、①イベントにあった形状の食器が発注出来ることと②

企業ロゴやメッセージ等を載せた食器が作成出来る点にあります。 

 

２．食器をレンタルする方法もある  

∇食器と食器洗浄機をレンタルする場合 

 全国各地にはリユース食器等を貸出して、環境負荷の低いイベントを後押しする団体

（自治体や NPO）があります。貸出形態や条件も様々で、次のような形態があります。 

 

① 枚数によって無料で食器を貸出すところ 
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② 運送費実費負担で食器洗浄機も併せて貸出すところ（洗浄機と食器が借りられる） 

③ 食器洗浄機付自動車（ドイツ語で「ゲシルモービル」（皿の車という意味）という）

を貸出すところ（洗浄機と食器が借りられる） 

 

食器の貸出を行っている団体や食器洗浄機付自動車を保有する自治体の問い合わせ先

については参考資料をご覧ください（P69、P74）。 

 

∇洗浄サービス付の食器をレンタルする場合 

 洗浄済みの食器をレンタルし、使用後は洗浄なしでそのまま返却するというサービス

を利用することもできます。この仕組みは、山梨県増穂町の「スペースふう」や新潟市

の「て to て倶楽部」他、北海道から沖縄まで各地の NGO や団体が導入しています（連絡

先はＰ69）。貸出要件等もインターネット上で調べることが出来ます。 

 

→リユース食器ネットワーク  http://www.reuse-network.jp/index.html 

 

■事例 

 

 

 

 

 

３．食器をイベント参加者が用意する 

∇マイカップ・マイ食器・マイ箸持参でごみゼロイベント 

 イベント参加者に家庭で使っている食器の持参を求める方法があります。リユース食

器の利用は持参しなかった人だけを対象とすればよく、コストや手間の負担が減ります。 

 

■事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（貸出の例）て to て倶楽部（新潟県新潟市） 

貸出食器の種類はリユースカップ（650ml／450ml／270ml）・おわん・深皿・皿・ス

プーン。カップと食器は 1 個 20 円、スプーンは 1 個 5 円。使用せず包装を開かな

かった場合は、料金は 50％割引。貸出対象地域は応相談。送料は要負担。返却を

受けた使用済みカップや食器は洗浄工場で洗浄。洗浄→乾燥庫で乾燥・滅菌→包装

の過程を経た後、次の貸出先へ。

マイ食器持参イベントの例 

1 万人分の豚汁がふるまわれる祭（こしじ秋まつり 1 万人鍋・新潟県長岡市）では、

お椀と箸の持参を参加者に依頼した。持参しなかった人には有料でトレイを販売。

マイタンブラー・マイカップの利用例 

仙台市ではサッカー場や野球場でマイタンブラーが使われている。また、サッカー

場と同じタンブラーは映画館でも利用可能。こうした仕組みを構築したアドバイザ

ーは（財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（Melon）。連絡先はＰ73 参照。




